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四肢関節形成不全と多発性骨折を呈した子午の1症例
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要約

正常分娩で娩出された黒毛和種子牛が起立不能を呈した。四肢関節靭帯の弛緩および低形成、左右肩甲骨関

節制および左右寛骨臼の低形成と脱臼が認められた。また肋骨に多発性で陳旧化した骨折が認められた。骨格

奇形 (凶肢における関節形成不全)および多発性骨折と診断された。

はじめに

全身性の骨格および関節の先天異常としては、骨形成

不全、軟骨異形成、倭小体躯症、関節異形成などが知ら

れているが、いずれも発育不良、体形異常、歩様呉'品な

どを主な症状とする遺伝性疾患である[1，2，3)。今回、凹

肢における関節形成不全および胎生の多発性骨折を呈し、

全く起立することのできなかった黒毛和種新生子牛の症

例に遭遇したのでその概要を報告する。

症例

f定例は熊毛和種の雌子牛で、正常分娩で娩出されたが、

生時から起立不能という ことで、出生日に NOSAI初診

となった。附乳欲があり、自力で起立しようとするが、

関節の可動性が大きく起立不能であった。関節形成不全

を疑い、第2病日に帯広畜産大学に搬入された。搬入時

には四肢関節の脱力、起立不能がみられた (図 1)。制!

診により手根関節、球節および足根関節は正常な可動範

闘を著しく逸脱することが認められ、また肩関節および

股関節の脱臼が疑われた。晴乳欲はあったが、吸引力が

弱〈自力で町併しできなかった。神経学的検査では全般的

に反射が不明瞭で、皮筋反射も弱かったが、屈曲反射は

明瞭に認められた。CT検査を実施したところ、肩関節

とJJ生関節のj脱臼、右腔骨と肋骨の多発性骨折が確認され
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図1 右手根関節の異常な腐曲 (矢印)

た (図2)。

病理解剖検査所見

第3病日に実施された病理解剖検査では肉眼的に四肢

関節包周囲の水腫、関節靭帯の弛緩および低形成、左右

肩甲骨関節商および左右究骨臼の低形成と脱臼が認めら

れた。また肋骨、左右中足骨および右腔骨の骨折が確認

されたが、肋骨には多発性で陳旧化した骨折が認められ

た。四肢の筋、脳、その他の臓器に大きな異常はなく 、骨

格奇形(四肢における関節形成不全)と多発性骨折と診
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図2 CT三次元像 (左側観)肩関節脱臼 (矢印)およ
び多発性骨折 (矢頭)

断された。なお、明らかな骨の脆弱性は認められなかっ

た。

考 察

本症例では、四肢の筋や脳に異常は認められず、起立

不能は先天的な肩関節と股関節の低形成、およびそれに

よる脱臼が主な原因であると考えられた。関節の低形成

はとの品種の牛にも散発的に発生し、里毛和種でも報告

されている [2]。しかし、多くは肩関節のみ、あるいは

股関節のみの低形成であり、本症例のように四股関節が

広範に低形成を示し、肩関節と股関節の両方が脱臼して

起立不能になった例はまれであると思われる。

また、本症例は娩出時の助産、事故等は記録されてい

ないため、肋骨部にみられた陳旧化した多発性骨折は胎

生期に起こったものと考えられた。いっぽう腔骨および

中足骨の骨折病変は新しく 、出生後の転倒などによる骨

折と考えられた。出生後間もない子牛の肋骨部での陳旧

化骨折病変は、病理解剖時に偶発所見としてみられる o

母体内において胎生期に発生する多発性骨折の原因と

して、骨形成不全が考えられる。骨形成不全は骨芽細胞

による層状の膝原線維の合成障害であり、膜内骨化の異

常により先天的に宵が著しくl肱弱化する疾患で、病変は

胎生期から生じ、多発性骨折による起立不能や四肢関節

弛緩の例もあるとされている[U ]。本症例でも肋骨には
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胎生期からの陳旧化した骨折が、また1J'I1骨と中足骨に新

鮮な骨折がみられた。また01<の病理組織学的検索におい

て、強膜が薄かったことから、 H~原線維の合成障害が示

唆され、骨形成不全または類似病態が存在したことを否

定できないと考えられた。しかし生前のCT検査では骨

の脆弱性は判断できず、また病理解剖においても骨の著

しい脆弱化は確認されなかったため、病理解剖時には骨

形成不全を疑わなかったものである。また骨形成不全は

これまでシャロレ一、ホルスタイン種、および褐毛和種

で報告されているが[1.4，5，6]、黒毛和種での発生記録は

ない。

本症例でみられた関節形成不全と多発性骨折の原因は

不明であるが、骨格奇形と母体内での多発性骨折を同時

に呈した、たいへんまれな症例であると号、われた。
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